
11
月
13
日
の
築
地
市
場
等
街
づ
く
り
対

策
特
別
委
員
会
で
、
私
（
志
村
）
は
、
地

下
鉄
「
勝
ど
き
」
駅
～
晴
海
ト
リ
ト
ン
間

の
歩
行
者
混
雑
緩
和
に
向
け
て
の
提
案
を

し
ま
し
た
。

地
下
鉄
大
江
戸
線
の
開
通
は
、
２
０
０

０
年
12
月
。
晴
海
１
丁
目
の
「
ト
リ
ト
ン

ス
ク
エ
ア
」
は
、
２
０
０
１
年
４
月
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
が
、
そ
の
時
か
ら
、
朝
の

通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
は
、
勝
ど
き
駅
か
ら

ト
リ
ト
ン
ス
ク
エ
ア
ま
で
の
歩
道
は
、
通

勤
者
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
時
刻
に
、
勝
ど
き
、
晴
海
の
住
ま

い
か
ら
出
勤
す
る
人
は
、
こ
の
流
れ
に
逆

行
し
、
人
波
を
か
き
分
け
て
、
勝
ど
き
駅

へ
と
向
か
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

＊
地
下
鉄
勝
ど
き
駅
の
１
日
平
均
乗
降
者

数
は
約
８
万
２
千
人
（
08
年
・
都
交
通
局

調
べ
）
、
ト
リ
ト
ン
の
就
業
人
口
は
、
約

２
万
３
千
人
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

近
隣
住
民
か
ら
は
「
生
活
道
路
が
な
く

な
っ
た
」
と
の
悲
鳴
が
聞
こ
え
、
通
勤
者

も
、
早
期
の
混
雑
解
消
を
求
め
て
い
ま
す
。

私
は
、
晴
海
通
り
の
東
側
、
勝
ど
き
駅

か
ら
晴
海
に
向
か
う
１
車
線
を
、
朝
の
ラ
ッ

シ
ュ
時
に
限
定
し
て
、
臨
時
の
歩
道
と
し

て
活
用
す
る
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。

工
事
の
た
め
歩
道
を
ふ
さ
ぐ
場
合
、
ガ
ー

ド
マ
ン
が
歩
行
者
を
誘
導
し
て
車
道
を
歩

か
せ
て
い
る
例
を
あ
げ
、
「
朝
の
こ
の
時

間
帯
は
、
銀
座
方
面
か
ら
晴
海
へ
む
か
う

晴
海
通
り
の
交
通
量
は
多
く
は
な
い
（
写

真
）
の
で
可
能
だ
」
と
説
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ト
リ
ト
ン
付
近
の
黎
明
橋
南
側

交
差
点
に
新
た
な
横
断
歩
道
を
新
設
す
る

こ
と
や
晴
海
通
り
に
か
か
る
歩
道
橋
に
エ

レ
ベ
ー
タ
を
設
置
す
る
こ
と
を
あ
わ
せ
て

提
案
し
ま
し
た
。
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トリトン脇の交差点から勝どき方向を見た晴海通り。

勝どき橋方向は渋滞ですが、右の道路はガラガラ。

中
央
区
が
無
料
に
す
る
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
象
の
方
は
、

●
妊
娠
中
の
方

●
基
礎
疾
患
を
有
す
る
方

●
幼
児
（
１
歳
か
ら
就
学
前
）

●
小
学
校
１
～
３
年
生

●
１
歳
未
満
児
の
保
護
者
等

●
小
学
校
４
～
６
年
生

●
中
学
生
・
高
校
生
相
当
の
方

●
65
歳
以
上
の
方

な
お
、
接
種
時
期
等
に
つ
き
ま
し
て

は
、
国
や
都
の
判
断
に
よ
っ
て
変
動
し

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。



ご
意
見
、
ご
要
望
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
（３
５
３
６
ー
６
３
０
９
）

人
形
町
商
店
街
が
中
央
区
の
補
助
を

受
け
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
２
基
の
か

ら
く
り
時
計
「
人
形
町
か
ら
く
り
櫓

（
ろ
）
」
が
、
11
月
７
日
か
ら
動
き
出

し
、
式
典
も
行
わ
れ
ま
し
た
（
右
写
真
）
。

正
午
か
ら
午
後
７
時
ま
で
１
時
間
お

き
に
「
シ
ョ
ー
」
が
見
ら
れ
ま
す
。

か
ら
く
り
時
計
の
高
さ
は
、
約
８
メ
ー

ト
ル
。
江
戸
の
町
人
が
登
場
す
る
「
江

戸
落
語
」
の
か
ら
く
り
と
、
木
遣
り
が

流
れ
る
「
町
火
消
し
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
か
ら
く
り
が
お
目
見
え
し
ま
し
た
。

「
江
戸
落
語
が
テ
ー
マ
」
の
か
ら
く
り
（
右
下
写
真
）

で
流
れ
る
噺
は
、
立
川
談
幸
さ
ん
の
創
作
で
す
。

い
つ
も
は
、
絵
の
状
態
（
右
）
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

１
時
間
ご
と
に
人
形
が
登
場
し
ま
す
。

「
町
火
消
し
」
の
か
ら
く
り
（
左
下
）
か
ら
は
、
木

遣
り
が
流
れ
、
地
元
、
人
形
町
の
「
は
組
」
の
衣
装
を

着
た
人
形
が
は
し
ご
乗
り
な
ど
を
披
露
し
ま
す
。


